
 

「鮫川村買い物弱者支援及び地域コミュニティ維持・構築事業」 

（鮫川村商工会（鮫川村）） 

 

事業概要 
鮫川村中心部にある空き店舗を活用し、地域商業者との連携を図り、買い物弱者を支援する

ため、店舗の運営、移動販売・宅配事業等を行う。 

 

事業実施期間 

（実施日） 
平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日 

 

事業実施内容

と効果 

村の中心部にあったスーパーが閉店し、村内で生鮮食料品を購入することが出来なくなった

ことをきっかけとして、村の中心部に買い物ができる店舗が欲しいとの要望を受けて、村と会

員事業所の協力を得て、商工会が店舗の運営を行うようになりました。近隣の住人は徒歩で買

い物に訪れることができ、大いに利用されています。店舗内に休み処を設置したことで、お客

さんのコミュニティの場となり、また、学生の待ち合せ場所としても活用されています。 

特に最近は店舗まで買い物に来られない人のために商品を持っての移動販売や、一つでも欲

しい商品があれば配達するなどの対応が認知され、多くの村民がこれを利用しています。ま

た、村内にある高校には、売店として昼時にお弁当などの販売も行っています。 

本事業の特徴は、店舗の運営はすべて地域の女性に担ってもらうことで、女性のきめ細やか

なサービスの提供により、需要の増加が図られ、女性の社会進出の場の創出となっています。 

 

その他ひと言 
「すまいる」を利用している方に話を聞くと「助かる」「便利」などの声が多く聞かれます。

従業員はこの声に励まされています。 

 

事業実施の様子 

     

移動販売は玄関先まで商品を持っていきます。   高校での販売。チャイムと同時に 

                                             たくさんの学生が利用してくれます。 

 


